
五
一

は
じ
め
に

唐
初
に
撰
定
さ
れ
た
『
五
經
正
義
』
が
六
朝
時
代
の
群
經
「
義
疏
」
の
學
を
遺

產
と
し
て
受
け
繼
い
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
孔
穎
逹
の
手
に
成
る
五
つ
の
序
文

に
朙
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
『
五
經
正
義
』
が
義
疏
の
學
の
何
を
繼
承
し
、

あ
る
い
は
發
展
さ
せ
、
あ
る
い
は
改
變
し
、
さ
ら
に
は
消
滅
さ
せ
た
の
か
。
そ
の

損
益
す
る
所
の
具
體
的

相
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
必
ず
し
も
解
朙
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
に
思
え
る
。
既
に
七
十
餘
年
以
歬
の
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
い
ま

だ
に
『
五
經
正
義
』
唯
一
の
全
國
譯
で
あ
る
『
尙
書
正
義
』
を
完
成
し
た
吉
川
幸

次
郞
氏
は
、そ
の
解
題
（『
東
方
學
報
京
都
』
一
〇
の
五　

一
九
三
九
年　

筑
摩
書
房
『
吉

川
幸
次
郞
全
集
』
第
八
卷
所
收
）
で
『
尙
書
正
義
』
の
性
格
を
以
下
の
よ
う
に
解
說

し
て
い
る
。

こ
の
書
物
は
「
臣
孔
穎
逹
ら
敕
を
奉
じ
て
撰
す
」
と
署
名
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
實
は
個
人
の
著
作
で
は
な
い
。
…
…
六り

く

朝ち
ょ
うと

い
う
四
百
年
に
亙
る
時

代
が
、
そ
の
年
⺼
と
共
に
徐
徐
に
堆
積
し
て
行
っ
た
講4

說4

の
集
成
で
あ
る
。

…
…
ど
う
し
て
か
か
る
堆
積
が
生
じ
た
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
主
と
し
て
六

朝
時
代
の
特
殊
な
講4

釋
法

4

4

に
基
づ
く
と
思
わ
れ
る
。
六
朝
の
講
釋
法
は
、
奈

良
の
慈じ

恩お
ん

會え

な
ど
に
よ
っ
て
そ
の
形
式
が
わ
が
國
に
も
殘
っ
て
い
る
よ
う

に
、
二
人
以
上
の
討
論
者

4

4

4

を
立
て
た
問
答

4

4

の
形
式
に
よ
っ
た
。
佛
經

4

4

の
講
じ

方
が
そ
う
だ
っ
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
儒
の
「
經
」
の
講
じ
方
も
ま
た
そ
う

で
あ
っ
た
。
…
…
こ
れ
は
討
論
の
最
後
の
結
論
だ
け
を
記
錄
し
た
も
の
な
の

で
あ
る
。
ま
た
「
正
義
」
の
文

に
は
當
時
の
口
語

4

4

の
語
法
が
著
し
く
浸
潤

し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
方
か
ら
い
え
ば
六
朝
の
文

の
通
㊒
性
で
あ
る
が
、

他
面
や
は
り
口
で
述
べ
ら
れ
た
討
論
の
筆
記

4

4

4

4

4

で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。（

點
筆
者
）

こ
こ
に
は
「
義
疏
」
と
「
正
義
」
と
を
區
別
す
る
意

は
見
え
な
い
よ
う
で
、

ま
た
佛
敎
と
群
經
義
疏
と
の
影
响
關
係
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
も
の
の
、

正
義
の
特
徵
が
朙
確
に
指

さ
れ
て
い
る
の
は
㊟
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ

ち
正
義
が
講
釋
・
討
論
の
筆
記
に
淵
源
す
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
問
答
の
形
を
と

っ
た
こ
と
、
口
語
の
語
法
が
浸
潤
し
て
い
る
こ
と
等
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
中
の
佛
敎
と
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
吉
川
氏
の
文

と
相
歬
後
し
て
、
張

恆
壽
氏
「
六
朝
儒
經
㊟
疏
中
之
佛
學
影
响
」（『
中
國
社
會
與
思
想
文
化
』
北
京
人
民

出
版
社　

一
九
四
五
年
）
に
よ
っ
て
朙
ら
か
に
さ
れ
た
。
張
氏
は
こ
の
論
文
で
、
儒

經
義
疏
中
に
見
え
る
佛
敎
思
想
の
影
响
を
、
佛
典
の
名
詞
の
引
用
、
佛
典
論
證
語

義
疏
學
か
ら
五
經
正
義
へ

—

問
答
體
の
行
方—

�

野
閒
文
史

義
疏
學
か
ら
五
經
正
義
へ



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
四
集

五
二

句
の

倣
、
佛
經
疏
解
方
法
の
採
用
、
佛
敎
敎
義
傳
說
と
儒
家
と
の
牽
合
、
佛
敎

學
理
と
儒
家
學
說
と
の
雜
揉
の
五
類
に
分
類
し
、
主
と
し
て
皇
侃
『
論
語
義
疏
』

（
他
に
『
周
易
正
義
』・『
禮
記
正
義
』・
李
鼎
祚
『
周
易
集
解
』）
を
用
い
て
、
具
體
的
に

指

し
て
い
る
。

兩
氏
に
後
れ
る
こ
と
二
十
年
、
牟
潤
孫
氏
「
論
儒
釋
兩
家
講
經
與
義
疏
」（『
新

亞
學
報
』
第
四
卷
第
一
朞　

一
九
六
〇
年
）
は
、
儒
家
群
經
の
義
疏
が
僧
徒
の
義
疏

に
倣
っ
た
も
の
で
あ
り
、
講
經
は
そ
の
因
、
義
疏
は
そ
の
果
で
あ
る
こ
と
を
、
主

と
し
て
歷
代
の
史
書
の
記
述
を
中
心
に
全
十
二
節
に
亙
っ
て
論
證
し
て
い
る
。
特

に
「
講
經
儀
式
」
中
の
「
都
講
」
の
考
證
は
詳
細
を
極
め
る
。
そ
し
て
本
稿
に
關

わ
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
第
十
二
節
「
論
義
疏
之
文
體
」
で
は
、
義
疏
の
文
體
が

段
に
分
か
つ
こ
と
（
＝
科
分
・
科
段
）、
問
答
體
で
あ
る
こ
と
等
を
解
說
す
る
。

な
お
「
科
段
」
に
つ
い
て
は
、『
論
語
義
疏
』
と
『
周
易
正
義
』
文
言
傳
、
そ
し

て
問
答
體
に
つ
い
て
も
や
は
り
『
論
語
義
疏
』、
そ
し
て
『
公
羊
傳
㊟
疏
』
か
ら

そ
の
例
文
を
擧
げ
て
い
る
。

こ
の
牟
說
に
反
論
し
た
の
が
戴
君
仁
氏
「
經
疏
的
衍
成
」（『
孔
孟
學
報
』
第
一
九

朞　

一
九
七
〇
年
）
で
あ
る
。
牟
氏
の
「
儒
家
の
經
疏
と
佛
家
の
經
疏
に
は
共
通

す
る
點
が
㊒
る
」
と
す
る
說
を
認
め
つ
つ
も
、
儒
家
の
經
疏
は
そ
れ
自
身
固
㊒
の

歷
史
が
㊒
り
、
漢
よ
り
晉
を
經
て
南
北
朝
に
至
り
、
逐
次
衍
變
し
て
成
っ
た
も
の

で
、
單
純
に
佛
書
に
由
る
と
は
言
え
な
い
と
し
、
二
源
が
㊒
る
と
の
見
方
を
示
し

た
。
そ
の
佛
書
以
外
の
一
源
と
は
、
漢
代
の
「

句
」
の
學
で
あ
る
と
い
う
。
そ

し
て
傳

的
な
經
義
の
論
爭
辯
難
の
例
と
し
て
、
歬
漢
の
石
渠
閣
會
議
や
後
漢
の

白
虎
觀
會
議
等
に
も
言
及
す
る
。
そ
し
て
「
科
段
」
の
例
と
し
て
、『
論
語
義
疏
』

と
『
禮
記
正
義
』
禮
運
篇
が
擧
げ
ら
れ
た
。

周
知
の
よ
う
に
、
現
存
す
る
六
朝
時
代
の
「
義
疏
」
の
數
は
極
め
て
少
な
い
。

完
存
す
る
も
の
と
し
て
は
、
梁
の
皇
侃
『
論
語
義
疏
』
と
、
唐
の
徐
彥
撰
と
傳
え

ら
れ
て
は
い
る
が
、
實
は
隋
に
近
い
時
代
に
北
朝
の
學
者
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た

『
公
羊
傳
㊟
疏
』
の
兩
書
の
み
で
あ
る
。

分
的
に
は
、
こ
れ
ま
た
皇
侃
撰
で
、

そ
の
弟
子
の
鄭
灼
に
よ
っ
て
増
補
さ
れ
た
『
禮
記
子
本
疏
義
』（『
禮
記
』
喪
服
小

記
の
歬
半

分
）
と
『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
殘
卷
、
そ
し
て
隋
の
劉
炫
『
孝
經

述
議
』
序
・
卷
一
・
四
が
㊒
り
、
卷
二
・
三
・
五
は
林
秀
一
氏
に
よ
っ
て
輯
佚
書
と

し
て
復
原
さ
れ
た
（『
孝
經
述
議
復
原
に
關
す
る
硏
究
』
林
先
生
學
位
論
文
出
版
記
念
會

一
九
五
三
年
）。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
我
が
國
傳
承
の
古
鈔
本
で
あ
る
。
林
氏
に
は

ま
た
敦
煌
遺
書
の
『
孝
經
鄭
㊟
義
疏
』
の
復
原
書
も
㊒
る
（「
敦
煌
遺
書
孝
經
鄭
㊟

義
疏
の
硏
究
」
岡
山
大
學
法
文
學

學
術
紀
要
七　

一
九
五
六
年
）。
我
々
が
今
日
見
る

こ
と
の
で
き
る
義
疏
の
書
は
以
上
の
六
種
に
盡
き
る
。

と
こ
ろ
で
義
疏
學
を
硏
究
す
る
に
際
し
て
は
、
從
來
の
よ
う
に
『
五
經
正
義
』

か
ら
の
類
推
を
中
心
と
す
る
の
で
は
な
く
、
義
疏
そ
の
も
の
を
對
象
と
す
べ
き
で

あ
る
と
の
指

が
㊒
り
、
そ
れ
は
も
と
よ
り
妥
當
な
見
解
で
は
あ
る
が
、
傳
存
す

る
義
疏
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
あ
る
程
度
は
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
こ
れ
ま
で
我
が
國
の
み
に
傳
存
、
し
か
も
完
存
し
て
い
た
と
い
う
特

な
狀

況
の
し
か
ら
し
む
る
と
こ
ろ
、『
論
語
義
疏
』
を
中
心
に
義
疏
學
硏
究
が
な
さ
れ

て
き
た
の
も
ま
た
當
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
且
つ
偶
然
に
も
『
禮
記
子
本
疏
義
』

も
ま
た
皇
侃
の
手
に
成
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
點
か
ら
す
る
と
、皇
侃『
義

疏
』
の
獨
自
性
を
義
疏
學
全
體
に
及
ぼ
し
、
一
斑
を
見
て
全
豹
を
卜
す
る
危
險
性

へ
の
留
意
は
、
一
應
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。

な
お
後
述
す
る
よ
う
に
最
近
で
は
、
上
記
の
張
・
牟
・
戴
三
氏
の
論
考
を
批

的
に
繼
承
・
發
展
さ
せ
た
精
密
な
硏
究
が
、
喬
秀
岩
氏
（『
義
疏
學
衰
亡
史
論
』
白

峰
社　

二
〇
〇
一
年
）や
古
勝
隆
一
氏（『
中
國
中
古
の
學
術
』硏
文
出
版　

二
〇
〇
六
年
）

に
よ
っ
て
成
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
先
學
に
よ
る
義
疏
學
硏
究
を
槪
觀
し
、
義
疏
の
文

の
諸
特
徵
が
指



義
疏
學
か
ら
五
經
正
義
へ

五
三

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。
す
な
わ
ち
科
段
法
、
口
語
・
佛
敎
語
彙
、
問
答

體
等
が
そ
れ
で
あ
る
。
本
稿
は
こ
の
う
ち
の
問
答
體
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で

あ
る（

（
（

。

一　

義
疏
の
問
答
體

既
述
の
通
り
、
か
つ
て
牟
潤
孫
氏
は
「
都
講
」
等
の
語
を
手
が
か
り
に
、
佛
家

の
講
經
の
儀
式
を
檢
討
し
、
こ
れ
が
佛
敎
固
㊒
の
も
の
で
あ
り
、
や
が
て
儒
家
が

こ
れ
を

倣
し
た
と
見
な
し
た
。
ち
な
み
に
「
都
講
」
と
は
講
經
の
場
で
質
問
を

擔
當
す
る
者
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
問
答
體
が
義
疏
の
特
徵
と
な
っ
た
こ
と
も
併

せ
て
論
じ
て
い
る
。
こ
の
牟
說
を
始
め
と
す
る
「
都
講
」
硏
究
を
批

的
に
檢
討

し
た
の
が
古
勝
隆
一
氏
「
都
講
の
再
檢
討
」（
麥
谷
邦
夫
編
『
中
國
中
世
社
會
と
宗
敎
』

衟
氣
社　

二
〇
〇
二
年
）
で
あ
る
。
本
論
文
に
お
い
て
古
勝
氏
は
、「
南
北
朝
義
疏

學
に
お
け
る
都
講
の
制
は
、
漢
代
儒
學
の
そ
れ
を
基
礎
に
し
つ
つ
、
東
晉
以
後
、

佛
敎
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
、
牟
說
と
は
全
く
對
立
す
る

見
解
を
提
出
し
て
い
る
。
氏
は
さ
ら
に
「
釋
奠
禮
と
義
疏
學
」（
小
南
一
郞
編
『
中

國
の
禮
制
と
禮
學
』
朋
友
書
店　

二
〇
〇
一
年
）
に
お
い
て
、
漢
代
の
「

句
」
の

學
と
六
朝
時
代
の
「
義
疏
」
の
學
と
に
は
區
別
が
㊒
り
、初
朞
の
義
疏
は
「
釋
奠
」

儀
禮
に
於
け
る
『
孝
經
』
講
義
を
契
機
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
の
假

說
を
提
示
し
て
い
る
。

さ
て
牟
・
古
勝
兩
氏
の
義
疏
の
起
源
に
關
す
る
見
方
は

な
る
が
、
義
疏
の
問

答
體
を
討
論
・
講
經
の
筆
記
に
結
び
つ
け
る
こ
と
に
つ
い
て
は
共
通
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
果
た
し
て
こ
の
關
係
に
つ
い
て
は
問
題
が
無
い
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、

義
疏
の
問
答
體
の
實
態
を
檢
討
し
て
み
よ
う
。

紙
幅
の
關
係
で
多
く
の
例
を
擧
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
最
初
に
『
論
語
義

疏
』
か
ら
。『
論
語
義
疏
』
中
に
は
典
型
的
な
「
或
問
曰
」「
答
曰
（
或
通
云
）」
と

い
う
形
式
を
具
え
た
問
答
體
が
二
十
二
例
、
そ
の
變
形
を
加
え
る
と
さ
ら
に
數
例

見
出
せ
る
。
こ
れ
ら
は
全
書
を
通
じ
て
見
え
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
凢
て
五
百

と
い
わ
れ
る
『
論
語
』
全
體
か
ら
す
る
と
、
必
ず
し
も
多
い
も
の
で
は
な
い
こ

と
に
も
あ
ら
か
じ
め
留
意
し
て
お
き
た
い
。

以
下
の
引
用
文
は
懷
德
堂
本
の
卷
・
葉
數
を
用
い
た
。
經
文
と
㊟
文（
一
段
下
げ
）

を
ゴ
チ
ッ
ク
體
で
區
別
し
、
問
答
體
の

分
は
改
行
し
て
い
る
。

❶
子
曰
、
弟
子
入
則
孝
、
出
則
弟
。「
弟
子
」
猶
子
弟
也
。
言
爲
人
子
弟
者
、

盡
其
孝
悌
之
衟
也
。
父
母
閨
門
之
內
、
故
云
「
入
」
也
。
兄
長
比
之
疎
外
、

故
云
「
出
」
也
。
歬
句
已
決
子
善
父
母
爲
孝
、善
兄
爲
悌
。
父
親
故
云
「
入
」、

兄
疎
故
云
「
出
」
也
。
謹
而
信
。
向
朙
事
親
、
此
辨

外
也
。

外
之
禮
、

唯
謹
與
信
也
。
外
能
如
此
、
在
親
可
知
也
。

愛
衆
「

」
廣
也
。
君
子
尊

賢
容
衆
、
故
廣
愛
一
切
也
。
而
親
仁
。
君
子
義
之
與
比
、
故
見
㊒
仁
德
者
而

親
之
也
。
若
非
仁
親
、
則
不
與
之
親
、
但
廣
愛
之
而
已
。

　

行
有
餘
力
、
則
以
學

。「
行
」
者
所
以
行
事
已
畢
之
跡
也
。
若
行
歬
諸
事

畢

、
而
猶
㊒
餘
力
、
則
宜
學
先
王
遺
文
。
五
經
六
籍
是
也
。

　
　
　或
問
曰
「
此
云
「
行
㊒
餘
力
、則
以
學
文
」、後
云
「
子
以
四
敎
、文
行
忠
信
」、

是
學
文
或
先
或
後
、　
何
也
」。

　
　
答
曰
「《
論
語
》
之
體
、
悉
是
應
機
㊜
會
、
敎
體
多
方
、
隨
須
而
與
、
不

可
一
例
責
也
」。（
學
而
篇
第
六
　

0（-

08
ａ
）

一
見
し
て
氣
づ
く
こ
と
は
、
問
答
體
が
最
終

に
位
置
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。
そ
の
內
容
も
い
わ
ゆ
る
訓
詁
㊟
釋
に
類
す
る
も
の
で
は
な
く
、
本
文
そ
の
も

の
に
對
す
る
疑
問
と
そ
の
回
答
で
あ
る
。
こ
の

の
場
合
、
孔
門
に
お
け
る
學
習

課
程
の
う
ち
の
「
文
」「
行
」
の
先
後
が
問
題
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
『
論
語
』

全
書
を
通
じ
た
場
合
の
齟
齬
す
る
記
述
に
關
す
る
問
答
で
あ
る
。

❷
三
家
者
以
雍
徹
。

譏
其
失
也
。「
三
家
」

是
仲
孫･

叔
孫･

季
孫
也
。



日
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中
國
學
會
報　

第
六
十
四
集

五
四

竝
皆
僭
濫
、
故
此
幷
言
之
也
。
季
氏
爲
最
惡
、
故
卷
初
獨
言
季
氏
也
。「
雍
」

者
詩
篇
名
也
。「
徹
」
者
禮
天
子
祭

、
欲
徹
祭
饌
、
…
…

馬
融
曰
、「
三
家
者
」謂
仲
孫･

叔
孫･

季
孫
也
。
三
孫
同
是
魯
桓
公
之
後
、

桓
公

子
莊
公
爲
君
、
而
桓
公
之
庶
子
㊒
公
子
慶
父･

公
子
叔
牙･

公
子

季
友
也
。
…
…

「
雍
」
週
頌
臣
工
篇
名
也
。
天
子
祭
於
宗
廟
、
歌
之
以
徹
祭
。
今
三
家
亦

作
此
樂
也
。
天
子
徹
祭
所
以
歌
雍
者
、
雍
詩
云
「
㊒
客
雍
雍
、
至
止
肅
肅
、

相
維
辟
公
、
天
子
穆
穆
」、
是
言
祭
事
周
畢
、
…
…

　

子
曰
、
相
維
辟
公
、
天
子
穆
穆
。
奚
取
於
三
家
之
堂
也
。
歬
是
記
者
之
言
、

此
是
孔
子
語
也
。
孔
子
稱
雍
詩
之
曲
以
譏
三
家
也
。「
相
」
助
、「
辟
」
猶
諸

侯
也
、「
公
」
二
王
之
後
、「
穆
穆
」

也
、「
奚
」
何
也
。
…
…

苞
氏
曰
、「
辟
公
」
謂
諸
侯
及
二
王
之
後
。「
辟
」
訓
君
。
君
故
是
諸
侯
也
。

二
王
後
稱
公
、公
故
是
二
王
後
也
。「
穆
穆
」天
子
之
容
貌
。
雍
篇
歌
此
者
、

有
諸
侯
及
二
王
之
後
來
助
祭
故
也
。
唯
天
子
祭
㊒
此
也
。
今
三
家
但
家
臣

而
已
。
何
取
此
義
而
作
之
於
堂
耶
。
大
夫
稱
家
、
今
三
卿
之
祭
、
但
㊒
家

臣
。
家
臣
謂
家
相
邑
宰
之
屬
來
助
祭
耳
。
…
…

　
　
　或
問
曰
「
魯
祭
亦
無
諸
侯
及
二
王
後
、
那
亦
歌
此
曲
耶
」。

　
　
答
曰
「
既
用
天
子
禮
樂
、
故
歌
天
子
詩
也
」。

　
　
　或
通
曰
「
既
用
天
子
禮
樂
、
故
當
祭
時
、
則
備
設
此
諸
官
也
」。

　
　
或
云
「
魯
不
歌
此
雍
也
。
季
氏
自
僭
天
子
禮
、
非
僭
魯
也
」。

（
八
佾
篇
第
二
　

02-
03
ａ
）

こ
の

で
は
、一
つ
の
問
い
に
對
し
て
三
通
り
の
答
え
「
答
曰
」「
或
通
云
」「
或

云
」
が
竝
述
さ
れ
て
い
る
。
魯
の
祭
祀
に
は
諸
侯
や
二
王
の
後
の
參
加
が
無
い
の

に
、
な
ぜ
雍
篇
を
歌
う
の
か
と
い
う
問
い
に
、「
天
子
の
禮
樂
を
用
い
る
以
上
、

天
子
の
詩
を
歌
う
の
だ
」、「
天
子
の
禮
樂
を
用
い
る
か
ら
に
は
、
こ
の
よ
う
な
諸

官
を
設
け
た
の
だ
」、「
季
氏
が
魯
を
僭
し
た
の
で
は
な
く
、
天
子
の
禮
を
僭
し
た

の
だ
」
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
答
え
は
三
者
三

で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
も
問

答
體
は
最
終

に
位
置
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
こ
の
事
實
は
『
論
語

義
疏
』
全
書
を
通
じ
て
言
え
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
冐
頭
か
ら
の
問
答
體

で
は
な
い
こ
と
に
も
留
意
し
て
お
き
た
い
。

も
う
一
點
指

す
べ
き
は
、
敦
煌
本
『
論
語
義
疏
』
殘
簡
（
伯
三
五
七
三
）
と

の
閒
の
表
現
の
相
違
で
あ
る
。
我
が
國
の
『
論
語
義
疏
』
の
硏
究
者
と
し
て
、
古

く
は
武
內
義
雄
・
杉
浦
豐
治
兩
氏
の
名
が
擧
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
後
、
高
橋
均
氏

に
よ
っ
て
敦
煌
本
を
も
含
め
た
極
め
て
精
密
な
硏
究
が
多
數
發
表
さ
れ
て
お
り
、

近
時
で
は
影
山
輝
國
氏
が
こ
れ
に
加
わ
る
。
こ
れ
ら
先
學
に
よ
る
硏
究
成
果
と
し

て
、
敦
煌
本
は
節
略
本
で
は
あ
る
が
、
よ
り
古
い
形
式
を
殘
し
て
い
る
こ
と
、
舊

鈔
本
に
は
後
代
の
整
理
の
手
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
敦
煌
本
と
我
が
國

傳
承
の
舊
鈔
本
と
は
、
こ
れ
を
先
後
關
係
で
捉
え
る
べ
き
で
は
な
く
、
系

を

に
す
る
テ
キ
ス
ト
と
見
る
べ
き
こ
と
等
が
朙
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
❶
の
例
で
㊟
目
す
べ
き
は
、
問
答
體
の

分
が
、
敦
煌
本
で
は
次
の
よ

う
に
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

此
云
「
行
㊒
餘
力
」、
然
後
「
學
文
」、
後
云
「
文
行
忠
信
」、
則
文
在
後
。

　
何
者
、《
論
語
》
之
躰
、
悉
是
應
機
㊜
會
、
敎
躰
多
方
、
隨
須
而
與
、
不

可
一
例
責
。

こ
れ
に
よ
る
と
敦
煌
本
で
は
、「
或
問
曰
」
と
「
答
曰
」
が
省
略
さ
れ
、
問
い

の
言
葉
「
何
也
」
が
、「
何
者
」
と
い
う
以
下
に
說
朙
の
文

を
起
こ
す
發
語
の

辭
に
變
え
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
問
答
體
が
全
く
消
滅
し
、
い
わ
ば
「
敍
述
體
」

に
改
變
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
に
類
す
る
例
と
し
て
、
も
う
一
例
擧

げ
て
お
こ
う
。

❸
有
子
曰
、
信
近
於
義
、
言
可
復
也
。「
信
」
不
欺
也
。「
義
」
合
宜
也
。「
復
」



義
疏
學
か
ら
五
經
正
義
へ

五
五

猶
驗
也
。
夫
信
不
必
合
宜
、
合
宜
不
必
信
。
若
爲
信
近
於
合
宜
、
此
信
之
言

乃
可
復
驗
也
。
若
爲
信
不
合
宜
、
此
雖
是
不
欺
、
而
其
言
不
足
復
驗
也
。

　
　
　或
問
曰
「
不
合
宜
之
信
云
何
」。

　
　
答
曰
「
昔
㊒
尾
生
。
與
一
女
子
朞
於
梁
下
、
每
朞
每
會
。
後
一
日
急
暴
水

漲
、
尾
生
先
至
、
而
女
子
不
來
。
而
尾
生
守
信
不
去
、
遂
守
朞
溺
死
。
此
是

『
信
不
合
宜
、
不
足
可
復
驗
』
也
」。（
學
而
篇
第
十
三
　

0（-

（3
ａ
）

右
の
問
答
體
は
上
揭
二
例
と
同

、
本
文
「
信
」「
義
」「
復
」
の
訓
詁
㊟
釋
的

解
說
の
後
に
附
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、『
論
語
』
本
文
と
は
直

關
わ
ら
な
い

內
容
で
あ
っ
て
、
歬
半
の
疏
文
（

線

）
か
ら
導
か
れ
た
問
答
で
あ
る
。
こ
れ

を
敦
煌
本
で
は
、

　
　
　或
問
曰
「
不
合
宜
之
信
云
何
」。
昔
尾
生
與
女
子
朞
於
梁
下
、
每
朞
會
。

後
一
日
忽
暴
水
長
、
尾
生
先
至
、
而
女
子
不
來
。
而
尾
生
守
信
不
去
、
遂
被

溺
死
。
此
信
是
「
信
不
合
宜
、
不
足
可
覆
驗
」。

に
作
り
「
答
曰
」
の
表
記
が
無
い
。
節
略
本
で
は
あ
る
が
、
よ
り
古
い
形
式
を
殘

す
と
言
わ
れ
る
敦
煌
本
に
、
問
答
體
の
形
が
崩
れ
つ
つ
あ
る
狀
況
を
垣
閒
見
る
こ

と
が
で
き
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
義
疏
の
問
答
體
が
敍
述
體
へ
と
變

容
し
て
い
く
過
程
を
示
す
も
の
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

次
い
で
『
禮
記
子
本
疏
義
』（
早
稻
田
大
學
圖
書
館
藏
）
を
見
て
み
よ
う
。
こ
の

書
は
『
禮
記
』
喪
服
小
記
篇
の
歬
半

分
の
み
の
殘
卷
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
篇

は
喪
服
禮
の
細

に
亙
る
記
述
が
羅
列
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
中
に
も
問

答
體
を
見
出
し
得
る
。
以
下
に
擧
げ
る
例
は
、殘
卷
の
冐
頭

分
の
文

で
あ
る
。

［　

］
內
は
闕
落

分
の
經
文
を
補
っ
た
も
の
で
、「
…
…
」
は
そ
の
疏
文
の
省
略

分
、「
母
服
輕
」
以
下
の
ゴ
チ
ッ
ク
體
は
鄭
㊟
で
あ
る
。

❹
［
斬
衰
、
括
發
以
蔴
。
爲
母
、
括
發
以
蔴
、

而
以
布
。
…
…
］
堂
下
之
位

時
則

也
。
若
爲
父
、
此
時
猶
括
髮
而
踊
、

絰
帶
、
以
至
大
斂
、［
而
括
］

髮
至
成
服
。
若
母
喪
、
於
此
時
則
不
復
括
髮
、
乃
著
布

踊
、
而

絰
帶
、

以
至
成
服
、
故
云
「

而
以
布
」
也
。
母
服
輕
、
至
免
、
可
以
布
代
蔴
也
。

爲
母
、

哭
而
免
。「

哭
」、

是
小
斂
拜
賓

後
、
…
…

　
　
　或
問
曰
「
爲
父
括
髮
至
成
服
、
其
中
二
斂
之
祭
應
㊒
冠

而
括
髮
蹔
除
、

而
猶
括
髮
乎
」。

　
　
崔
云
「
爲
父
括
髮
、
一
作
以
至
成
服
、
若
應
冠

臨
祭
、
則
於
括
髮
上
著

之
也
。
括
髮
本
爲
喪
變
、
非
代
冠
者
故
也
」。　
　崔

云
「
大
夫
以
上
…
…

　
　
灼
案
、
歬
儒
悉
云
「
冠

臨
祭
」、
故
其
然
矣
。　
崔
言
「

後
而
冠

」、

復
與
《
小
記
》

。
何
者
、
案
禮
無
冠

臨
祭
者
也
。
…
…

こ
こ
で
も
問
答
體
は
疏
文
の
後

に
位
置
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し

「
答
」
は
無
名
氏
で
は
な
く
梁
の
崔
靈
恩
で
あ
る
。
そ
し
て
「
灼
案
」
以
下
は
、

こ
の
書
に
附
さ
れ
た
鄭
灼
の
案
語
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
が
皇
侃
『
禮
記
義
疏
』
の

文

と
思
わ
れ
る
。『
禮
記
子
本
疏
義
』
中
で
は
、
こ
の
他
に
典
型
的
問
答
體
が

四
例
見
え
て
お
り
、
問
答
體
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
う
ち
二

例
は
、
鄭
㊟
の
內
容
に
つ
い
て
も
議
論
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
內
容
の
說

朙
は
省
略
す
る
。

た
だ
こ
こ
で
㊟
目
す
べ
き
は
、
全
五
例
の
問
答
體
が
皇
侃
『
禮
記
義
疏
』
に
依

據
し
た
『
禮
記
正
義
』
で
は
盡
く
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
こ
れ

は
敍
述
體
に
變
容
し
た
も
の
で
は
な
く
、
問
答
體
そ
の
も
の
が
削
除
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
果
た
し
て
『
五
經
正
義
』
で
は
問
答
體
を
避
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

あ
る
い
は
皇
疏
の
「
微
稍
繁
廣
」
を
嫌
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

次
い
で
『
講
週
易
疏
論
家
義
記
』。
こ
の
書
は
斷
簡
で
あ
る
た
め
、『
周
易
』
本

文
の
何
を
對
象
と
し
た
疏
文
で
あ
る
の
か
が
朙
確
に
し
難
い
も
の
が
多
い
。
し
か

も
直

『
周
易
正
義
』
に
連
な
る
も
の
で
は
な
く
、『
五
經
正
義
』
的
な
訓
詁
㊟

釋
の
形
式
で
も
な
い
。
全
體
で
六
例
の
問
答
體
を
見
出
し
得
た
が
、
こ
の
う
ち
の



日
本
中
國
學
會
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第
六
十
四
集

五
六

五
例
は
經
・
㊟
文
に

し
た
議
論
で
は
な
い
。
た
だ
い
ず
れ
も
そ
の
問
答
體
は
、

や
は
り
最
後

に
位
置
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
今
二
例
を
引
用
す
る
に
止
め
た

い
。「
京
都
帝
國
大
學
文
學

景
印
舊
鈔
本
第
二
集
」
に
よ
る
。

❺
問

唯

領
之
名
、

是
相

之
義
、
何
以

名
爲
釋
耶
。
答
雖
云
四

德
、
太
和
爲
體
、
乾
之
與
天
俱
是
義
目
。
故
以

天
爲
顯
、
相

言
義
也
。

若
…
…
（
以
下
斷
卷
）（
京
大
本
五
頁
）

❻
德
因
見
大
義
也
。「
飛
龍
在
天
」、
乃
住
乎
天
德
、
位
證
天
德
、
應
衟
之
極
。

歬

人
事
則
言
上
治
、
此
言
天
德
、
相
可
表
義
耳
。
…
…

　

問
歬
後

俱
朙
卦
辭
、
而
不
衟
「
用
九
」
之
義
。
在
中
二

唯
朙
「
用
九
」、

尙
闕
卦
辭
之
說
、
何
耶
。
答
劉
先
生
・
朱
仰
之
竝
通
此
義
、
唯
以
相
乎
朙

義
耳
。
今
義
不
然
。
第
一

是
論
衟
之
初
、第
四

爲
弱
事
之
末
、故
闕
「
用

九
」
之
義
、
而
論
爻
辭
之
意
、
可
也
。
…
…
（
京
大
本
二
十
六
頁
）

　

次
に
『
公
羊
傳
註
疏
』
の
問
答
體
に
移
る
。『
公
羊
疏
』
は
從
來
『
論
語
義
疏
』

と
と
も
に
、
問
答
體
を
記
載
す
る
例
と
し
て
し
ば
し
ば
取
り
擧
げ
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
阮

本
全
二
十
卷
中
、「
問
曰
」
と
「
荅
曰
」
と
か
ら
成
る
典
型
的
問
答

體
が
實
は
卷
一
に
し
か
見
え
な
い
こ
と
は
、
從
來
あ
ま
り
指

さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
よ
う
に
思
う
。『
公
羊
疏
』
の
問
答
體
は
卷
一
の
特
殊
性
で
は
な
か
ろ
う
か
。

先
ず
は
「
春
秋
公
羊
經
傳
解
詁
隱
公
第
一
」
條
の
疏
文
か
ら
。

❼
［
疏
］「
春
秋
」
至
「
第
一
」
○
解
云
、
案
舊
題
云
「
春
秋
隱
公
經
傳
解
詁

第
一
公
羊
何
氏
」、
則
云
「
春
秋
」
者
一

之

名
。「
隱
公
」
者
魯
侯
之
謚

號
。「
經
傳
」者
雜
縟
之
稱
。「
解
詁
」者
何
所
自
目
。「
第
一
」者
無
先
之
辭
。

「
公
羊
」
者
傳
之
別
名
。「
何
氏
」
者
邵
公
之
姓
也
。
…
…

云
「
何
休
學
」、

…
…
（
阮

本
0（-

0（
ａ
）

○　
問
曰
、《
左
氏
》
以
爲
「
魯
哀
十
一
年
夫
子
自
衞
反
魯
、
十
二
年
吿
老
遂

作
春
秋
、至
十
四
年
經
成
」。
不
審
《
公
羊
》
之
義
孔
子
早
晚
作
《
春
秋
》
乎
。

○　
荅
曰
、《
公
羊
》
以
爲
「
哀
公
十
四
年

麟
之
後
、得
端
門
之
命
、乃
作
《
春

秋
》、
至
九
⺼
而
止
筆
」。《
春
秋
說
》
具
㊒
其
文
。（
0（-

0（
ａ
）

○　
問
曰
、
若
《
公
羊
》
之
義
、
以

麟
之
後
乃
作
春
秋
、
何
故
「
大
史
公

遭
李
陵
之
禍
、
幽
于
縲
紲
、
乃
喟
然
而
嘆
曰
…
…
○　
荅
曰
、
孔
子
厄
陳

蔡
之
時
、始
㊒
作
春
秋
之
意
、未
正
作
。
其
正
作
猶
在

麟
之
後
也
。
故
《
家

語
》
云
「
晉
文
之
㊒
霸
心
起
于
曹
衞
、
…
…
（
0（-

0（
ａ
／
ｂ
）

○　
問
曰
、
若
《
左
氏
》
以
爲
「
夫
子
魯
哀
公
十
一
年
自
衞
反
魯
、
至
十
二

年
吿
老
」、
見
周
禮
盡
在
魯
、
魯
史
法
最
備
、
故
依
魯
史
記
脩
之
、
以
爲
《
春

秋
》」。《
公
羊
》
之
意
据
何
文
作
《
春
秋
》
乎
。
○　
荅
曰
、
案
閔
因
敍
云

「
昔
孔
子
受
端
門
之
命
、
制
《
春
秋
》
之
義
。
使
子
夏
等
十
四
人
求
周
史
記

得
百
二
十
國
寶
書
、
九
⺼
經
立
。
…
…
（
0（-

0（
ｂ
）

○　
問
曰
、
若
然
《
公
羊
》
之
義
、
据
百
二
十
國
寶
書
以
作
《
春
秋
》。
今
經

止
㊒
五
十
餘
國
、
通
戎
夷
宿
潞
之
屬
、
僅
㊒
六
十
、
何
言
「
百
二
十
國
」
乎
。

○　
荅
曰
、
其
初
求
也
、
實
得
百
二
十
國
史
、
…
…
（
0（-

0（
ｂ
）

こ
の
後
に
も
さ
ら
に
問
答
體
が
續
き
、
凢
て
二
十
例
が
㊒
っ
て
、
こ
の
條
の
疏

文
は
問
答
體
で
占
め
ら
れ
て
い
る
か
に
見
え
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
冐
頭
の
疏
文

で
表
題
「
春
秋
公
羊
經
傳
解
詁
隱
公
第
一
」
の
一
句
を
分
割
し
て
說
朙
し
、
こ
れ

に
續
く
「
何
休
學
」
に
說
き
及
ん
だ
う
え
で
の
問
答
體
で
あ
る
。
つ
ま
り
問
答
體

が
最
後

に
位
置
し
て
い
る
こ
と
他
の
義
疏
と
同

な
の
で
あ
る
。
そ
の
數
と
分

量
が
多
い
た
め
、
全
文
が
問
答
體
か
ら
成
っ
て
い
る
か
に
見
え
る
に
過
ぎ
な
い
。

た
だ
こ
の
例
で
目
を
引
く
の
は
、
こ
れ
ら
が
單
發
の
も
の
で
は
な
く
、
連
續
し
て

い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
他
の
義
疏
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
「
春
秋
公
羊
經
傳
解
詁
隱
公
第
一
何
休
學
」
に
續
く
卷
一
の
後
半
は
、

隱
公
元
年
經
傳
の
㊟
疏
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
見
え
る
問
答
體
は
、
右
の
二
十
例
と

は

な
っ
て
單
發
的
で
あ
り
、
し
か
も
訓
詁
㊟
釋
に
關
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
一



義
疏
學
か
ら
五
經
正
義
へ

五
七

例
の
み
擧
げ
る
。
對
應
す
る
經
傳
文
は
「
元
年
、
春
、
王
正
⺼
。
元
年
者
何
、
君

之
始
年
也
」
の
最
後

「
君
之
始
年
也
」
に
對
す
る
何
休
の
、

以
常
錄

位
、
知
「
君
之
始
年
」。「
君
」
魯
侯
隱
公
也
。「
年
」
者
十
二
⺼

之

號
。《
春
秋
》
書
十
二
⺼
稱
年
、
是
也
。
變
一
爲
「
元
」。
元
者
氣
也
。

無
形
以
起
、
㊒
形
以
分
。
造
起
天
地
、
天
地
之
始
也
。
…
…

と
い
う
長
文
の
『
解
詁
』
條
下
の
疏
文
で
あ
る
。

❽
［
疏
］
㊟
「
以
常
」
至
「
始
年
」
○
解
云
、
正
以
桓･

文･

宣･

成･

襄･

昭
及
哀
、
皆
云
「
元
年
春
王
正
⺼
公

位
」、
…
…

○
㊟
「
君
魯
侯
隱
公
也
」
○
解
云
、
案
〈
春
秋
說
〉
云
「
周
五
等
𣝣
法
五
精
。

公
之
言
公
、
公
正
無
私
。
侯
之
言
候
、
候
逆
順
、

伺
候
王
命
矣
。
伯
之
言

白
、
朙
白
于
德
。
子
者
孳
恩
宣
德
。
男
者
任
功
立
業
。
皆
上
奉
王
者
之
政
敎

禮
法
、

理
一
國
、
脩
身
絜
行
矣
」。
今
此
「
侯
」
爲
魯
之
正
𣝣
、「
公
」
者

臣
子
之
私
稱
、
故
言
「
君
、
魯
侯
隱
公
也
」。（
阮

本
0（-

05
ｂ
）

○　
問
曰
、
五
等
之
𣝣
既
如
歬
釋
、
何
名
附
庸
乎
。
○　
荅
曰
、《
春
秋
說
》

下
文
云
「
庸
者
通
也
。
官
小
德
微
、
附
於
大
國
、
以
名
通
、
若
畢
星
之
㊒
附

耳
然
、
故
謂
之
附
庸
矣
。（
0（-

06
ａ
）

問
答
體
は
直

的
に
何
休
『
解
詁
』
の
文

に
關
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
疏
文

が
引
用
し
た
「
春
秋
說
」
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
「
附
庸
」
の
解
說
が
そ
の
內
容
で

あ
る
。
疏
文
と
し
て
は
あ
く
ま
で
も
附
隨
的
な
文

だ
と
い
え
よ
う
。
卷
一
後
半

に
見
え
る
問
答
體
は
、
お
お
む
ね
こ
れ
に
類
す
る
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
『
孝
經
述
議
』
の
問
答
體
。『
孝
經
述
議
』
は
お
そ
ら
く
現
存
す
る
義

疏
の
中
で
は
成
書
の
時
朞
が
最
も
新
し
い
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
に
も
僅
か
に

一
例
な
が
ら
問
答
體
を
見
出
し
得
る
。「
孝
經
述
議
序
」に
見
え
る
も
の
が
そ
れ
で
、

こ
こ
で
は
百
行
の
本
で
あ
る
孝
の
起
源
か
ら
說
き
起
こ
し
て
孔
子
の
『
孝
經
』
作

成
に
及
び
、
歷
代
の
㊟
釋
者
を
批
評
し
た
後
、
王
邵
の
『
孝
經
孔
安
國
傳
』
發
見

の
事
情
を
說
朙
し
た
う
え
で
、
最
後
に
『
孝
經
述
議
』
著
作
の
意
圖
を
述
べ
て
い

る
。
問
答
體
は
そ
の
後
に
附
說
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

❾　
　問
者
曰
「
孔
㊟
尙
書
、
文
辭
至
簡
、
及
其
傳
此
、
繁
夥
已
極
、
理
㊒
溢

於
經
外
、
言
或
出
於
意
表
。
比
諸
尙
書
、
殊
非
其
類
。
且
歷
代
湮
沉
、
於
今

始
出
。
世
之
學
者
、
咸
用
致
疑
。
吾
子
暴
露
諸
家
、
獨
遵
孔
氏
、
必
爲
眞
。

請
問
其
要
」。　
荅
曰
「
尙
書
帝
典
臣

相
對
之
談
耳
。
訓
誥
誓
盟
敎
戒
之

言
耳
。
其
文
直
、其
義
顯
、其
用
近
、其
功
約
。
徒
以
文
質
殊
方
、
雅
誥
悉
、

古
今

辭
、
俗
易
語
反
、
振
其
緖
而
深
旨
已
見
、
誥
其
字
而
大
義
自
通
。
理

既
逹
文
、
言
足
垂
後
。
豈
徒
措
辭
尙
簡
、
蓋
亦
求
煩
不

。
孝
經
言
高
趣
遠
、

文
麗
旨
深
。
擧
治
亂
之
大
綱
、辨
天
人
之
弘
致
。
…
…（
林
秀
一
歬
揭
書
六
五
頁
）

全
文
を
引
用
で
き
な
い
の
で
分
か
り
に
く
い
が
、
そ
の
答
え
の
文

の
特
徵
と

し
て
、
対
偶
表
現
を
多
用
し
た
極
め
て
雕
琢
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指

で

き
る
の
で
あ
る
。
と
て
も
問
答
の
筆
記
體
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

な
お
殘
っ
た
敦
煌
遺
書
『
孝
經
鄭
註
義
疏
』
に
つ
い
て
、
こ
の
書
中
に
は
問
答

體
が
見
え
な
い
こ
と
を
附
言
し
て
お
く
。

以
上
、六
朝
義
疏
に
見
え
る
「
問
答
體
」
を
九
例
擧
げ
て
檢
討
を
加
え
て
き
た
。

こ
れ
ら
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

一
、
義
疏
の
問
答
體
は
、
對
象
と
す
る
經
・
傳
・
㊟
文
の
訓
詁
的
說
朙
が
終
わ

っ
た
後
、
疏
文
の
最
後

（
後
半

）
に
附
加
さ
れ
た
形
式
で
あ
る
。
つ
ま

り
冐
頭
か
ら
の
問
答
體
で
は
な
い
。

二
、
問
答
體
の
中
に
は
、
經
・
傳
・
㊟
文
を
直

對
象
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、

疏
文
の
內
容
か
ら
導
か
れ
た
二
次
的
な
疏
文
の
場
合
が
㊒
る
。
つ
ま
り
問
答

體
は
形
式
的
に
も
內
容
的
に
も
、
疏
文
の
中
心
を
占
め
る
も
の
で
は
な
い
。

三
、
問
答
體
は
お
お
む
ね
「
或
問
曰
…
答
曰
」
の
形
を
取
る
が
、「
答
」
が
學

者
の
實
名
の
場
合
も
㊒
る
。
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第
六
十
四
集

五
八

四
、
敦
煌
本
『
論
語
義
疏
』
に
は
、
問
答
體
か
ら
敍
述
體
へ
と
改
變
さ
れ
た
例

が
㊒
る
。

二　

問
答
體
の
歷

こ
こ
で
い
っ
た
ん
「
義
疏
」
か
ら
離
れ
て
、
そ
れ
以
歬
の
古
典
文
獻
に
見
え
る

問
答
體
に
つ
い
て
槪
觀
し
て
お
き
た
い
。

た
だ
し
、
た
と
え
ば
『
論
語
』
中
の
師
弟
問
答
や
、『
孟
子
』
中
の
孟
子
と
吿

子
と
の
論
爭
等
は
し
ば
ら
く
措
く
と
し
て
、
問
答
體
に
よ
っ
て
經
を
解
說
し
て
い

く
形
式
を
持
っ
た
も
の
と
し
て
、
先
ず
は
『
公
羊
傳
』
が
擧
げ
ら
れ
る
。
こ
の
問

答
體
を
『
公
羊
傳
』
が
口
授
に
よ
っ
て
傳
え
ら
れ
た
名
殘
だ
と
す
る
見
方
が
㊒
る
。

し
か
し
『
公
羊
傳
』
の
問
答
體
は
、
師
か
ら
弟
子
へ
敎
授
す
る
質
疑
應
答
の
形
式

で
は
な
く
、
ま
た
一
方
が
他
方
を
論
破
し
よ
う
と
す
る
議
論
の
應
酬
か
ら
成
る
方

式
で
も
な
い
。
そ
れ
は
問
答
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
春

秋
』
經
文
の
も
つ
意
義
を
順
次
解
朙
し
て
ゆ
く
と
い
う
も
の
で
、『
公
羊
傳
』
が

創
作
し
た
文
體
だ
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
（
拙
著
『
春
秋
學　

公
羊
傳
と
穀
梁
傳
』

硏
文
出
版　

二
〇
〇
一
年
）。

こ
の
形
式
と
同

な
も
の
と
し
て
、『
儀
禮
』喪
服
子
夏
傳
が
擧
げ
ら
れ
る
。「
喪

服
」
篇
冐
頭
の
「
傳
」
に
は
次
の
よ
う
な
問
答
體
が
見
え
る
。

❿
喪
服
、
斬
衰
裳
、
苴
絰
杖
絞
帶
、
冠
繩
纓
、
菅
屨
者
。

　

傳
曰
、「
斬
」
者
何
、
不
緝
也
。「
苴
絰
」
者
、
蔴
之
㊒
蕡
者
也
。
…
…
「
杖
」

者
何
、
𣝣
也
。
無
𣝣
而
杖
者
何
、
擔
主
也
。
非
主
而
杖
者
何
、
輔
病
也
。

子
何
以
不
杖
、
不
能
病
也
。
…
…
哭
無
時
。

ほ
ぼ
『
公
羊
傳
』
と
同
じ
形
式
で
あ
る
こ
と
が
了
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。「
子

夏
傳
」
は
お
お
む
ね
こ
の
「
公
羊
傳
體
」
で
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ち
な

み
に
「
子
夏
傳
」
に
見
え
る
問
答
體
に
つ
い
て
、
賈
公
彥
『
儀
禮
疏
』
が
以
下
の

よ
う
に
分
類
し
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
す
な
わ
ち
、

⓫
或
云
「
者
何
」、
或
云
「
何
以
」、
或
云
「
何
如
」、
或
云
「
孰
後
」、
或
云
「
孰

謂
」、
或
云
「
何
大
夫
」、
或
云
「
曷
爲
」、
㊒
此
七
者
、
荅
㊒
義
意
。（
阮

本
28-

08
ａ
）

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、『
賈
疏
』
は
「
子
夏
傳
」
の
問
答
體
を
七
つ
の
形
式
に

分
類
し
た
後
、
こ
の
七
分
類
に
つ
い
て
、
以
下
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
逐
條
解
說
し

て
い
く
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
最
初

分
で
既
に
、

⓬
凢
言
「
者
何
」、皆
謂
執
所
不
知
。
故
隱
元
年
《
公
羊
傳
》
云
「
元
年
者
何
」、

何
休
云
「
諸
據
疑
問
所
不
知
、
故
曰
者
何
」、

此
問
「
杖
者
何
」、
是
也
。

稱「
何
以
」者
、皆
據
彼
決
此
。

下
云「
父
爲
長
子
何
以
三
年
」、據
朞
「
爲

衆
子
朞
」、
㊜
庶
皆
子
、
長
子
獨
三
年
、
是
據
彼
決
此
也
。
此

《
公
羊
傳
》

云
「
何
以
不
言

位
」、
何
休
云
「
據
文
公
言

位
、
隱
不
稱

位
」、
是
也
。

と
指

す
る
よ
う
に
、
賈
公
彥
は
「
子
夏
傳
」
と
『
公
羊
傳
』
と
に
見
え
る
問
答

體
が
同
じ
も
の
だ
と
認

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

次
に
『
公
羊
傳
』
や
「
子
夏
傳
」
の
よ
う
な
經
の
解
說
で
は
な
い
が
、『
大
戴
禮
』

夏
小
正
篇
も
、
こ
の
「
公
羊
傳
體
」
の

類
に
加
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に

同
じ
く
經
の
解
說
で
は
な
い
が
、
禮
の
規
定
か
ら
漏
れ
た
細

に
亙
る
例
外
的
禮

制
に
つ
い
て
、こ
れ
を
問
答
體
に
よ
っ
て
解
說
し
て
い
く
形
式
を
取
る
も
の
に『
禮

記
』
の
諸
篇
が
擧
げ
ら
れ
、こ
れ
ら
の
う
ち
の
「
問
喪
」
篇
に
は
「
或
問
曰
」「（
答
）

曰
」
と
い
う
形
式
が
見
出
せ
る
。

な
お『
公
羊
傳
』と
の
關
わ
り
が
强
い『
春
秋
繁
露
』に
あ
っ
て
も
、そ
の
開
卷「
楚

莊
王
」第
一
か
ら
問
答
體
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た「
玉
杯
」第
二
等
に
は
、「
難

者
曰
」「（
答
）
曰
」
と
い
う
「
論
難
體
」
の
形
式
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
董
仲
舒
に

や
や
先
立
つ
賈
誼
『
新
書
』
に
も
問
答
體
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
「
公

羊
傳
體
」
の
み
な
ら
ず
、「
或
曰
」「
對
曰
」
と
い
う
形
式
が
「
匈
奴
」
篇
の
最
後



義
疏
學
か
ら
五
經
正
義
へ

五
九

に
見
出
せ
る
。

さ
ら
に
降
っ
た
後
漢
の
王

『
論
衡
』
で
は
、「
問
曰
」「（
答
）
曰
」
以
外
の
、

「
難
曰
」「（
答
）
曰
」
と
か
「
難
曰
」「
應
曰
」
と
い
っ
た
問
答
體
が
特
徵
的
で
あ

る
。た
だ
し
こ
れ
ら
は
必
ず
し
も
現
實
に
行
わ
れ
た
問
答
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

王

の
自
問
自
答
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

こ
の
他
、後
漢
末
朞
の
徐
幹
『
中
論
』
に
は
、篇
の
冐
頭
か
ら
「
或
問
曰
」「
對
曰
」

で
始
ま
る
も
の
（「
智
行
」
第
九
・「
𣝣
祿
」
第
十
・「
夭
壽
」
第
十
四
）
が
㊒
る
と
同
時
に
、

篇
末
に
「
問
者
曰
」「（
答
）
曰
」
の
形
で

め
括
ら
れ
る
例
（「
貴
言
」
第
六
・「
考

僞
」
第
十
一
・「
譴
交
」
第
十
二
）
の
見
ら
れ
る
の
が
㊟
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

以
上
に
擧
げ
た
文
獻
の
問
答
體
は
、
紙
幅
の
都
合
上
、
例
文
の
引
用
を
控
え
た
い
。

　
　
　
　
　

○

と
こ
ろ
で
戴
君
仁
氏
が
傳

的
な
經
義
の
論
爭
辯
難
の
例
と
し
て
、
歬
漢
の
石

渠
閣
會
議
や
後
漢
の
白
虎
觀
會
議
を
擧
げ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
ま
た
日
原
利
國
氏
は
「
白
虎
觀
論
爭
の
思
想
史
的
位
置
づ
け
」（『
漢
魏
文
化
』

第
六
号　

一
九
六
七
年　

硏
文
出
版
『
漢
代
思
想
の
硏
究
』
所
收
）
に
お
い
て
、
歬
漢

昭
帝
時
代
の
「
鹽
鐵
論
議
」、
宣
帝
時
代
の
「
石
渠
閣
論
議
」、
そ
し
て
後
漢

帝

時
代
の
「
白
虎
觀
論
議
」
を
擧
げ
、
公
羊
春
秋
學
の
展
開
と
變
容
の
實
態
を
論
じ

て
い
る
。

思
う
に
「
鹽
鐵
論
議
」
を
學
術
論
爭
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
昭
帝
時

代
の
桓

の
編
著
と
い
わ
れ
る
『
鹽
鐵
論
』
に
は
、
全
書
に
亙
っ
て
御
史
大
夫
と

賢
良
・
文
學
と
の
閒
の
論
難
應
酬
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
桓

の
文

が
果
た
し

て
ど
こ
ま
で
當
時
の
論
議
を
再
現
し
て
い
る
の
か
は
不
朙
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い

が
、
筆
者
の
見
る
と
こ
ろ
、
口
語
的
表
現
は
無
い
よ
う
で
、
お
そ
ら
く
桓

に
よ

っ
て
文

語
と
し
て
大
幅
に
編
集
し
直
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

次
い
で
「
石
渠
閣
論
議
」
で
あ
る
が
、
殘
念
な
が
ら
こ
の
會
議
に
お
け
る
議
論

の
內
容
は
ほ
と
ん
ど
が
傳
え
ら
れ
て
い
な
い
。
僅
か
に
唐
の
杜
佑『
通
典
』に「
石

渠
議
」「
石
渠
禮
」「
石
渠
禮
儀
」
と
し
て
二
十
條
足
ら
ず
の
引
用
文
を
見
る
の
み

で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
中
に
も
、
朙
ら
か
に
問
答
體
が
存
在
す
る
。
た
だ
し
そ
の

回
答
者
は
戴
聖
・
韋
玄
成
等
の
、
こ
の
會
議
に
出
席
し
た
學
者
が
實
名
で
登
場
し

て
お
り
、
最
終
的
に
は
宣
帝
が

定
を
下
し
て
い
る
の
が
そ
の
特
徵
だ
と
い
え
よ

う
。三

番
目
の
「
白
虎
觀
論
議
」
は
、
後
に
班
固
に
よ
っ
て
『
白
虎
通
義
』
六
卷
と

し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。そ
し
て
現
行
本
四
十
四
篇
中
に
見
え
る
問
答
體
は
ほ
ぼ「
公

羊
傳
體
」
で
あ
り
、
論
難
應
酬
は
見
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
論
爭
の
再
現
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
。
や
は
り
こ
こ
で
も
班
固
に
よ
る
編
集
作
業
の
多
さ
が
豫
想
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

な
お
上
揭
の
問
答
體
と
は

な
る
も
の
と
し
て
、「
師
弟
問
答
」
の
記
錄
が
㊒

る
。
そ
の
代
表
と
し
て
魏
の
鄭
小
同
撰
『
鄭
志
』
が
擧
げ
ら
れ
よ
う
。『
後
漢
書
』

鄭
玄
傳
に
「
門
人
相
與
撰
玄
荅
諸
弟
子
問
五
經
、
依
論
語
作
鄭
志
八
篇
」
と
述
べ

る
よ
う
に
、
こ
の
書
物
は
鄭
玄
門
下
に
お
け
る
師
弟
問
答
が
記
錄
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
北
宋
時
代
に
既
に
佚
書
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
佚
文
を
見
る
限
り
、
鄭

玄
が
弟
子
の
質
問
に
答
え
る
一
問
一
答
形
式
で
あ
る
。『
隋
書
』
經
籍
志
に
は
、

こ
の
『
鄭
志
』
の
師
弟
問
答
に
類
似
す
る
と
思
わ
れ
る
文
獻
が
、特
に
禮

に
「
禮

論
答
問
八
卷　

宋
中
散
大
夫
徐
廣
撰
」
を
始
め
と
し
て
多
數
著
錄
さ
れ
て
い
る
の

が
㊟
目
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　

○

以
上
は
儒
家
文
獻
の
問
答
體
で
あ
る
が
、六
朝
時
代
の
佛
敎
側
の
文
獻
と
し
て
、

本
稿
で
は
梁
の
僧
祐（
445-

5（8
）『
弘
明
集
』（
京
都
大
學
人
文
科
學
硏
究
所『
弘
朙
集
硏
究
』

全
三
卷　

一
九
七
三
年
）
を
擧
げ
る
に
止
め
た
い
。
こ
の
書
は
そ
の
序
が
述
べ
る
よ

う
に
、
佛
敎
が
中
國
に
傳
來
し
て
以
來
、
中
國
傳

文
化
と
の
對
立
や
摩
擦
、
そ



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
四
集

六
〇

し
て
交
涉
を
繰
り
﨤
す
中
で
、
次
第
に
受
容
さ
れ
て
い
く
閒
の

敎
的
文

を
編

集
し
た
、い
わ
ば
文
學
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
『
文
選
』
に
比
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

後
漢
の
牟
子
「
理
惑
論
」
か
ら
始
ま
り
、
晉
の
慧
遠
「
沙
門
不

王
者
論
」、
南

朝
宋
の
宋
炳
「
朙
佛
論
」、
さ
ら
に
は
「
神
滅
論
」
を
め
ぐ
る
諸
家
の
議
論
等
が

集
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
文
獻
中
に
は
、
全
編
に
亙
っ
て
問
答
體
が
見
ら

れ
、
そ
の
問
答
體
は
「
論
難
應
酬
體
」
と
で
も
名
づ
け
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
論
難
應
酬
體
を
槪
觀
し
て
み
る
に
、
實
際
の
議
論
が
再
現
さ

れ
た
も
の
も
㊒
ろ
う
が
、
文

化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
問
自
答
形
式
に
見

え
る
も
の
も
㊒
る
。
た
だ
、
歬
揭
儒
家
文
獻
中
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
大
き
な
特

色
と
し
て
、
書
翰
文
に
よ
る
應
酬
が
收
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
㊟
目
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
ら
は
當
然
の
こ
と
な
が
ら
、
同
一
場
面
に
お
け
る
同
時
進
行
の
問
答

で
は
な
い
。
つ
ま
り
實
況
中
繼
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

○

さ
て
本
節
歬
半
に
擧
げ
た
儒
家
の
傳

文
獻
の
問
答
體
は
、『
鹽
鐵
論
』
等
を

例
外
と
し
て
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
「
公
羊
傳
體
」
あ
る
い
は
「
師
弟
問
答
體
」
と

で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
右
の
『
弘
朙
集
』
に
見
え
る
よ
う
な
「
論
難
應
酬

體
」
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
『
後
漢
書
』
以
後
、
六
朝
時
代
の
正
史
を
瞥
見
す

る
に
、
經
學
分
野
に
お
い
て
も
、「
論
難
體
」
あ
る
い
は
「
駁
論
體
」
の
文
獻
の

存
在
が
多
數
例
確
認
で
き
る
。

先
ず
は
後
漢
の
大
儒
鄭
玄
（
（27-

200
）
が
許
愼
（
30-

（24
）
の
『
五
經

義
』
を

駁
し
た
『
駁
五
經

義
』
が
擧
げ
ら
れ
る
。
ま
た
『
後
漢
書
』
鄭
玄
傳
に
、

時
任
城
何
休
好
公
羊
學
、
遂
著
《
公
羊
墨
守
》《
左
氏
膏
肓
》《
穀
梁
廢
疾
》。

玄
乃
發
《
墨
守
》、鍼
《
膏
肓
》、起
《
廢
疾
》。
休
見
而
歎
曰
「
康
成
入
吾
室
、

操
吾
矛
、
以
伐
我
乎
」。

と
あ
る
よ
う
に
、
何
休
（
（29-

（82
）
の
『
春
秋
』
三
傳
に
關
す
る
著
書
そ
れ
ぞ
れ

を
駁
し
た
『
發
公
羊
墨
守
』『
箴
左
氏
膏
肓
』『
起
穀
梁
廢
疾
』
の
三
書
が
㊒
っ
た

こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
鄭
玄
に
は
ま
た
弟
子
の
臨
碩
（
臨
孝

存
ま
た
林
孝
存
）
の
『
週
禮
十
論
七
難
』
に
答
え
た
『
荅
臨
孝
存
週
禮
難
』
が
㊒

っ
た
と
い
う
。

し
か
し
許
愼
・
何
休
を
駁
し
、
弟
子
の
質
問
や
論
難
に
答
え
た
鄭
玄
も
、
そ
の

後
は
駁
論
さ
れ
る
立
場
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
魏
の
王
肅
（
（95-

256
）
に
よ

る
も
の
が
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
王
肅『
聖
證
論
』は『
三
國
志（
魏
書
）』

王
肅
傳
に
「
肅
集
《
聖
證
論
》
以
譏
短
鄭
玄
、叔
然
駁
而
釋
之
」
と
あ
る
よ
う
に
、

鄭
玄
說
を
駁
し
た
文
獻
で
あ
る
。
し
か
し
、
た
ち
ま
ち
鄭
玄
門
下
の
孫
炎
（
叔
然
）

に
反
論
さ
れ
た
こ
と
も
、
同
時
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
晉
の
馬
昭
が
王

肅
を
駁
し
、
こ
れ
に
王
學
の
孔
晁
が
答
え
、
さ
ら
に
南
齊
の
張
融
が
評
論
し
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

　

鄭
玄
➡
王
肅
➡
馬
昭
➡
孔
晁
➡
張
融

と
い
う
よ
う
に
、
鄭
王
二
學
派
に
よ
る
論
難
應
酬
が
長
い
時
閒
を
か
け
て
繰
り
﨤

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
『
經
典
釋
文
』
敍
錄
が
、

鄭
玄
作
毛
詩
箋
、
申
朙
毛
義
、
難
三
家
、
於
是
三
家
遂
廢
矣
。
魏
太
常
王
肅

更
述
毛
非
鄭
。
荊
州
刺
史
王
基
（
字
伯
輿
、
東
萊
人
）
駁
王
肅
申
鄭
義
。
晉
豫

州
刺
史
孫
毓
（
字
休
朗
、
北
海
平
昌
人
、
長
沙
太
守
）
爲
詩
評
、
評
毛
鄭
王
肅

三
家

同
、
朋
於
王
。
徐
州
從
事
陳

（
字
元
方
）
難
孫
申
鄭
。

と
述
べ
る
よ
う
に
、『
詩
經
』
の
「
毛
傳
」
と
「
鄭
箋
」
と
の
解
釋
の
相
違
を
め

ぐ
っ
て
、

　

鄭
玄
➡
王
肅
➡
王
基
➡
孫
毓
➡
陳

と
い
う
論
難
應
酬
も
な
さ
れ
て
い
る
。

次
い
で
他
の
經
書
に
も
目
を
轉
じ
て
み
よ
う
。
か
つ
て
拙
稿
「
春
秋
正
義
源

私
考
」（『
池
田
末
利
博
士
古
稀
記
念
東
洋
學
論
集
』
一
九
八
〇
年　

硏
文
出
版
『
五
經
正



義
疏
學
か
ら
五
經
正
義
へ

六
一

義
の
硏
究
』
所
收
）
で
論
じ
た
こ
と
で
あ
る
が
、『
左
傳
』
の
服
虔
㊟
と
杜
預
㊟
の

解
釋
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
、
幾
た
び
か
の
論
爭
の
行
わ
れ
た
こ
と
が
六
朝
正
史
に

記
錄
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
論
爭
を
圖
表
化
し
た
も
の
を
再
錄
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

�

今
、『
春
秋
正
義
』
か
ら
、
服
虔
㊟
に
依
據
し
て
杜
預
を
難
ず
る
衞
冀
隆
と
、

こ
れ
に
反
論
し
た
秦
衟
靜
の
議
論
の
例
を
引
用
す
る
。
桓
公
七
年
傳
で
あ
る
。

⓭
七
年
、
春
、
穀
伯
鄧
侯
來
朝
。
名
、
賤
之
也
。〔
辟
陋
小
國
賤
之
、
禮
不
足

故
書
名
。
以
春
來
、
夏
乃
行
朝
禮
、
故
經
書
夏
。〕

　
［
疏
］
㊟
辟
陋
至
書
夏
○
正
義
曰
、
傳
直
云
「
賤
之
」、
不
言
賤
意
。
…
…
。

　

服
㊟
云
「
穀
鄧
密
邇
於
楚
、
不
親
仁
善
鄰
、
以
自
固
、
卒
爲
楚
所
滅
、
无
同

好
之
救
、
桓

㊒
弑
賢
兄
之
惡
、
故
賤
而
名
之
」。

　

衞
冀
隆
難
杜
云
「
傳
曰
『
要
結
外
援
、
好
事
鄰
國
、
以
衞
社
稷
』、
云
『
服

於
㊒
禮
、社
稷
之
衞
』。
穀
・
鄧
在
南
、地
屬
衡
岳
、以
越

彊
楚
、遠
朝
惡
人
、

卒
至
滅
亡
、
故
書
名
以
賤
之
。
…
…
此
杜
義
不
通
」。

　

秦
衟
靜
釋
云
「『
杞
桓
公
來
朝
、用
夷
禮
、故
曰
子
』、杞
文
公
來
盟
、傳
云
『
賤

之
』、
朙
賤
其
行
夷
禮
也
。
…
…
此
則
傳
㊒
理
例
、
故
杜
據
而
言
之
。
…
…

而
言
『
遠
朝
惡
人
』、
非
其
辭
也
」。（
阮

本
07-

0（
ｂ･

02
ａ
）

ま
た
『
隋
志
』
に
「
薄
叔
玄
問
穀
梁
義
二
卷　

梁
四
卷
」
と
著
錄
さ
れ
た
文
獻

は
、
晉
の
范
甯
（
339-

40（
）『
穀
梁
傳
集
解
』
を
駁
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ

れ
に
對
す
る
范
甯
の
應
答
が
楊
士
勳
『
穀
梁
傳
疏
』
中
に
十
三
條
收
錄
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
う
ち
か
ら
一
例
の
み
擧
げ
よ
う
。

⓮
［
疏
］
傳
爲
曹
羈
崇
也
○
釋
曰
、
薄
氏
駮
曰
「
曹
羈
出
奔
、
經
無
歸
處
。
曹

自
殺
大
夫
何
以
知
是
羈
也
」。

云
「
術
之
名
、爲
晉
貶
秦
。
然
楚
亦

晉
、

何
以
不
略
而
貶
之
。

此
㊟
雖
多
、
未
足
通
崇
之
義
、
徒
引
證
據
、
何
益
於

此
哉
」。
范
荅
之
曰「
羈
、曹
之
賢
大
夫
也
。
曹
伯
不
用
其
言
、乃
使
出
奔
他
國
、

終
於
受
戮
。
…
…
（
阮

本
06-

（0
ａ
）

さ
て
こ
こ
ま
で
に
紹
介
し
た
論
爭
の
記
錄
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
傳
わ
ら
な
い

が
、
幸
い
な
こ
と
に
、
こ
れ
ら
の
一

を
『
五
經
正
義
』
を
含
め
た
『
九
經
疏
』

が
記
錄
に
留
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
『
九
經
疏
』
中
で
こ
れ
ら
の
時
を
隔

て
た
論
難
應
酬
が
再
現
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

以
上
本
節
で
述
べ
て
き
た
こ
と
は
や
や
多
岐
に
亙
っ
た
が
、
以
下
に
小
結
と
し

て
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

一
、中
國
の
傳

文
獻
に
見
え
る
問
答
體
は
「
公
羊
傳
體
」
が
壓
倒
的
に
多
い
。

た
だ
「
或
問
曰
…
答
曰
」
と
い
う
形
式
や
、
論
難
體
も
既
に
少
數
な
が
ら
存

在
す
る
。

二
、
佛
敎
文
獻
『
弘
朙
集
』
に
見
え
る
問
答
體
は
論
難
體
が
中
心
で
あ
り
、
中

で
も
書
翰
文
に
よ
る
應
酬
の
多
い
こ
と
が
㊟
目
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
同
時

同
一
場
面
で
の
問
答
で
は
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

三
、
後
漢
以
降
、
六
朝
時
代
を
含
め
て
、
經
學
分
野
に
お
い
て
も
論
難
を
主
と

す
る
問
答
の
傳

が
㊒
り
、そ
れ
ら
が
『
五
經
正
義
』
を
含
め
た
『
九
經
疏
』

中
に
引
用
さ
れ
て
殘
存
し
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
長
い
時
閒

を
經
過
す
る
中
で
堆
積
さ
れ
て
い
っ
た
問
答
體
で
あ
る
。

な
お
「
公
羊
傳
體
」
を
除
い
た
後
二
者
の
問
答
體
は
、
い
ず
れ
も
歬
半

分
の

經
・
傳
文
乃
至
㊟
文
の
分
析
的
疏
釋
の
後
に
附
加
さ
れ
た
例
が
多
い
こ
と
に
、
改
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第
六
十
四
集

六
二

め
て
留
意
し
て
お
き
た
い
。

三　

五
經
正
義
の
問
答
體

さ
て
義
疏
の
問
答
體
と
上
節
「
小
結
」
の
「
三
」
に
ま
と
め
た
問
答
體
と
を
、

內
容
の
う
え
か
ら
區
別
す
る
の
は
そ
れ
ほ
ど
容
易
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
『
五

經
正
義
』
に
も
義
疏
の
問
答
體
が
繼
承
さ
れ
て
い
る
と
見
な
す
こ
と
も

分
可
能

で
あ
る
。
し
か
し
義
疏
が
討
論
・
講
義
の
筆
記
に
由
來
す
る
と
い
う
從
來
の
見
方

か
ら
す
る
と
、
義
疏
の
問
答
體
の
特
徵
は
、
そ
の
無
名
性
に
求
め
る
べ
き
で
あ
ろ

う
か
。
極
言
す
れ
ば
「
或
問
曰
…
答
曰
」
と
い
う
形
式
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
觀
點
か
ら
す
る
と
、「
或
問
曰
…
答
曰
」
と
い
う
義
疏
の
典
型
的

問
答
體
は
、
確
か
に
『
五
經
正
義
』
中
に
は
存
在
し
な
い
。
唯
一
例
外
的
な
も
の

と
し
て
、『
禮
記
』
喪
服
小
記
篇
「
父
在
、
庶
子
爲
妻
、
以
杖

位
可
也
」
條
下

最
後

の
疏
文
を
見
出
し
得
る（

2
（

。
膨
大
な
『
五
經
正
義
』
中
に
典
型
的
問
答
體
が

右
の
一
例
の
み
で
あ
る
と
い
う
事
實
か
ら
、
從
來
『
五
經
正
義
』
に
は
問
答
體
が

無
い
と
見
な
さ
れ
て
き
た
の
も
無
理
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
は
あ
ろ
う（

3
（

。

し
か
し
筆
者
は
、『
五
經
正
義
』
に
も
『
聖
證
論
』
に
代
表
さ
れ
る
問
難
體
と

は
別
の
、
い
わ
ば
義
疏
的
問
答
體
が
繼
承
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
者
で
あ
る
。
第

二
節
の
敦
煌
本
『
論
語
義
疏
』
で
、
問
答
體
が
敍
述
體
に
變
わ
り
つ
つ
あ
る
狀
況

を
指

し
た
が
、
實
は
『
五
經
正
義
』
で
は
「
義
疏
」
の
問
答
體
が
形
を
變
え
て

繼
承
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
鍵
語
が
「
若
然
」
だ
と
考
え
る
。

い
っ
た
い
『
五
經
正
義
』
を
讀
む
者
は
、
そ
の
疏
文
中
に
し
ば
し
ば
「
若
然
」

の
用
例
を
見
出
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
こ
の
「
若
然
」
こ
そ
が
『
五
經
正
義
』

の
問
答
體
を
示
す
鍵
語
だ
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
先
ず
は
『
尙
書
正
義
』
か
ら
一

例
を
擧
げ
よ
う
。
孔
安
國
「
尙
書
序
」
冐
頭
で
あ
る
。

⓯
古
者
伏
犧
氏
之
王
天
下
也
、
始
畫
八
卦
、
造
書
契
、
以
代
結
繩
之
政
、
由
是

文
籍
生
焉
。

　
［
疏
］
古
者
至
生
焉
○
正
義
曰
、「
代
結
繩
」
者
、
言
歬
世
之
政
用
結
繩
、
今

㊒
「
書
契
」
以
代
之
、
則
伏
犧
時
始
㊒
文
字
、
以
書
事
、
故
曰
「
由
是
文
籍

生
焉
」。
…
…

　

若
然
《
尙
書
緯
》
及
《
孝
經
讖
》
皆
云
「
三
皇
無
文
字
」、

班
固
・
馬
融
・

鄭
玄
・
王
肅
諸
儒
皆
以
爲
文
籍
初
自
五
帝
、
亦
云
「
三
皇
未
㊒
文
字
」、
與

此
說
不
同
何
也
。

蒼
頡
造
書
、
出
於
《
世
本
》、
蒼
頡
豈
伏
犧
時
乎
。
且

〈
繫
辭
〉
云
「
黃
帝
堯
舜
爲
九
事
之
目
」、
未
乃
云
「
上
古
結
繩
以
治
、
後
世

聖
人
易
之
以
書
契
」、
是
「
後
世
聖
人
」、

黃
帝
・
堯
・
舜
、
何
得
爲
伏
犧

哉
。
孔
何
所
據
而
更
與
繫
辭
相
反
、
如
此
不
同
者
、〈
藝
文
志
〉
曰
「
仲
尼

沒
而
微
言
絕
、
…
…
（
阮

本
0（-

02
ｂ
）

こ
の
例
の
「
若
然
」
以
上
の
省
略
し
た
疏
文
は
「
尙
書
序
」
の
文

を
分
割
し

て
解
說
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
續
く
「
若
然
」
以
下
は
そ
れ
を
踏
ま
え
た

二
次
的
な
說
朙
の
文

で
あ
る
。
こ
の
疏
文
を
吉
川
幸
次
郞
氏
は
以
下
の
よ
う
に

飜
譯
し
て
い
る
。

さ
て
以
上
の
如
く
で
あ
る
と
す
る
と
、
尙
書
緯
と
孝
經
讖
に
は
い
ず
れ
も
、

「
三
皇
に
は
文
字
な
し
」
と
述
べ
て
お
り
、
ま
た
班
固
と
か
馬
融
と
か
鄭
玄

と
か
王
肅
な
ど
と
い
う
儒
者
た
ち
も
、み
な
文
籍
は
五
帝
か
ら
始
ま
る
と
見
、

や
は
り
三
皇
に
は
文
字
が
な
か
っ
た
と
說
い
て
い
る
。
こ
こ
の
說
と
合
わ
な

い
の
は
ど
う
し
た
こ
と
か
。
ま
た
蒼
頡
が
文
字
を
創
作
し
た
と
い
う
說
は
、

世
本
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、蒼
頡
は
ま
さ
か
伏
犧
の
時
と
は
い
え
ま
い
。

の
み
な
ら
ず
繫
辭
に
は
「
黃
帝
堯
舜
」
と
い
っ
て
、
九
つ
の
事
の
項
目
を
立

て
、結
末
の
と
こ
ろ
で
、「
上
古
は
繩
を
結
ん
で
治
め
た
が
、後
代
の
聖
人
が
、

改
め
て
書
契
を
用
い
た
」
と
い
う
。
し
て
み
れ
ば
後
代
の
聖
人
と
は
、
黃
帝

堯
舜
の
こ
と
な
の
で
あ
っ
て
、
ど
う
し
て
伏
犧
と
す
る
こ
と
が
出
來
よ
う
。



義
疏
學
か
ら
五
經
正
義
へ

六
三

孔
は
何
の
據
り
ど
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
繫
辭
に
ま
で
も
違
背
す
る
の
か
。
か
く

合
致
し
な
い
わ
け
は
、
藝
文
志
に
、
…
…
（
全
集
本
第
八
卷
32
頁
）

も
う
一
例
「
堯
典
」
篇
か
ら
。〔　

〕
內
は
「
孔
安
國
傳
」
で
あ
る
。

⓰
九
載
績
用
弗
成
。〔
載
年
也
。
三
考
九
年
、
功
用
不
成
、
則
放
退
之
。〕

　

○
傳
載
年
至
退
之
○
正
義
曰
、〈
釋
天
〉
云
「
載
歲
也
。
夏
曰
歲
、
商
曰
祀
、

周
曰
年
、
唐
虞
曰
載
」、
…
…

　

若
然
鯀
既
無
功
、
早
應
黜
廢
、
而
待
九
年
無
成
始
退
之
者
、
水
爲
大
災
、
天

之
常
運
、
…
…

　

若
然
灾
以
運
來
、
時
不
可
距
、
假
使
興
禹
、
未
必
能
治
、
何
以
治
水
之
功
不

成
而
便
殛
鯀
者
、
以
鯀
性
傲
很
、
帝
所
素
知
、
…
…

　

若
然
禹
既
聖
人
、
當
知
洪
水
時
未
可
治
、
何
以
不
諫
父
者
、
梁
主
以
爲
「
舜

之
怨
慕
、
…
…
」。（
02-

23
ａ･

ｂ
）

こ
こ
で
も
や
は
り
吉
川
譯
を
紹
介
す
る
。

し
か
し
そ
う
す
る
と
、
鯀
が
成
績
が
上
が
ら
ぬ
以
上
、
と
っ
く
に
罷
免
す
べ

き
で
あ
る
の
に
、
九
年
目
に
な
お
完
成
を
見
ぬ
の
を
待
っ
て
、
始
め
て
罷
め

さ
せ
た
わ
け
は
、
水
が
大
災
害
を
起
こ
し
た
の
は
、
天
の
定
ま
っ
た
運
命
で

あ
る
。
…
…

し
か
し
ま
た
そ
う
す
る
と
、
災
害
は
運
命
と
し
て
や
っ
て
來
る
も
の
で
あ
る

か
ら
、
そ
の
時
に
は
防
ぐ
法
が
な
い
。
た
と
い
禹
を
起
用
し
た
と
し
て
も
、

治
め
得
た
と
は
限
ら
な
い
の
に
、
治
水
事
業
が
成
就
せ
ぬ
中
に
、
鯀
を
罰
し

て
し
ま
っ
た
わ
け
は
、
鯀
の
性
質
が
傲
慢
で
意
地
惡
い
こ
と
は
、
帝
が
平
生

か
ら
承
知
し
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
し
、
…
…

し
か
し
ま
た
そ
う
す
る
と
、
禹
も
聖
人
で
あ
る
以
上
、
洪
水
は
當
時
ま
だ
治

め
得
ぬ
も
の
と
知
っ
て
い
た
筈
で
あ
る
。
し
か
る
に
ど
う
し
て
父
を
諫
め
な

か
っ
た
か
と
い
う
に
、
梁
主
の
說
に
…
…
（
全
集
本
第
八
卷
（36
頁
）

ま
こ
と
に
巧
み
な
飜
譯
と
い
う
べ
き
で
あ
る
が
、
筆
者
は
こ
れ
ら
の

分
を
、

形
を
變
え
た
問
答
體
だ
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
本
來
「
若
然
…
…
（
者
）
何
也
。

答
曰
…
…
」
で
あ
っ
た
も
の
が
、「
何
也
。
答
曰
」
を
省
略
し
て
、「
若
然
…
…
者
、

…
…
」
と
い
う
敍
述
體
に
變
え
ら
れ
た
も
の
と
見
る
の
で
あ
る
。
⓯
は
「
何
也
」

と
い
う
「
問
」
が
殘
存
し
た
や
や
珍
し
い
例
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
私
見
に
よ
れ
ば
「
若
然
」
と
は
、疏
文
が
上
述
の
議
論
を
踏
ま
え
た
後
、

「
も
し
も
以
上
の
通
り
だ
と
す
る
と
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
な
問
題
が
生
じ
る
こ

と
に
な
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
如
何
？
」
と
質
問
す
る
際
の
問
題
提
起
の
言
葉

な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
を
承
け
る
形
で
「
答
曰
」
の
語
が
㊒
る
は
ず
の

と
こ
ろ
、
そ
れ
が
省
略
さ
れ
て
い
る
た
め
、
飜
譯
に
際
し
て
は
工
夫
が
必
要
と
な

る
。
そ
の
工
夫
が
吉
川
譯
で
は
「
…
…
わ
け
は
」
で
あ
り
、
ま
た
筆
者
の
『
春
秋

正
義
』
譯
㊟
（『
春
秋
正
義
の
發
展
的
硏
究
』
平
成
（2
〜
（4
年
度
科
硏
報
吿
書
等
）
で
は
、

「
な
ぜ
か
と
い
う
と
」
の
一
句
を
補
う
形
を
取
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
「
若
然
」
以
下
を
問
答
體
の
省
略
形
と
見
な
す
こ
と
に
對
し
て
、
に
わ
か

に
は
贊
同
を
得
ら
れ
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
本
稿
上
揭
の『
公
羊
傳
㊟
疏
』

の
用
例
中
に
、
實
は
筆
者
の
主
張
を
支
え
て
く
れ
そ
う
な
例
が
既
に
存
在
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
❼
の
最
後
の
問
答
體
が
そ
の
例
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
も
含
め
て
以

下
の
三
例
を
紹
介
す
る
。

❼
○　
問
曰
、
若
然
《
公
羊
》
之
義
、
据
百
二
十
國
寶
書
以
作
《
春
秋
》、
今

經
止
㊒
五
十
餘
國
、通
戎
・
夷
・
宿
・
潞
之
屬
、僅
㊒
六
十
、何
言
「
百
二
十
國
」

乎
。
○　
荅
曰
、其
初
求
也
、實
得
百
二
十
國
史
、…
…
是
故
止
得
六
十
國
也
。

（
阮

本
0（-

0（
ｂ
）

⓱
○　
問
曰
、
若
然
《

義
》《
公
羊
》
說
引
《
易
經
》
云
「
時
乘
六
龍
、
以

馭
天
下
也
」、
知
天
子
駕
六
、
與
此

何
。
○　
荅
曰
、
彼
謹
案
亦
從
《
公
羊
》

說
、

引
《
王
度
記
》
云
「
天
子
駕
六
龍
、
諸
侯
與
卿
駕
四
、
大
夫
駕
三
」、
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四

以
合
之
。
鄭
駮
云
…
…
然
則
彼
《
公
羊
》
說
者
、
自
是

句
家
意
、
不
與
何

氏
合
。
何
氏
此
處
不
依
漢
禮
者
、
蓋
時
㊒
損
益
也
。（
0（-

（8
ａ
）

こ
れ
ら
は
「
問
曰
」
に
始
ま
る
文

の
冐
頭
に
「
若
然
」
の
語
が
㊒
り
、
最
後

が
疑
問
形
で
結
ば
れ
、
次
い
で
「
答
曰
」
と
續
く
形
の
問
答
體
で
あ
る
。
そ
し
て

こ
の
問
答
體
が
、た
と
え
ば
❼
の
例
に
つ
い
て
い
え
ば
、冐
頭
の
「
問
曰
」
と
「
何

…
乎
」、そ
し
て「
答
曰
」が
省
略
さ
れ
、「
者
」字
が
加
え
ら
れ
た
結
果
と
し
て
、「
若

然
公
羊
之
義
、
…
…
言
百
二
十
國
者
、
…
…
」
と
形
を
變
え
た
も
の
だ
と
推
定
す

る
。
こ
れ
こ
そ
『
五
經
正
義
』
中
に
多
數
の
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
「
若
然

…
…
者
」
と
い
う
形
式
の
疏
文
な
の
で
あ
る
。

『
春
秋
正
義
』
か
ら
も
一
例
擧
げ
よ
う
。
隱
公
五
年
傳
で
あ
る
。

⓲
則
公
不
射
、
古
之
制
也
。
若
夫
山
林
川
澤
之
實
、
器
用
之
㊮
、

隷
之
事
、

官
司
之
守
、
非
君
所
及
也
。

　
［
疏
］
若
大
至
及
也
○
正
義
曰
、｢
山
林
之
實｣

、
謂
材
木
樵
薪
之
類
。｢

川
澤

之
實｣

、
謂
蔆
芡
魚
蟹
之
屬
。
…
…
若
然
〈
⺼
令
〉｢

季
冬
命
漁
師
始
魚
。
天

子
親
徃
嘗
魚
、
先
薦
寢
廟｣

、
彼
禮
天
子
親
徃
、
此
譏
公
者
、
彼
以
時
魚
絜
美
、

取
之
以
薦
宗
廟
。
特
重
其
事
、
天
子
親
行
、
意
在

事
鬼
神
、
非
欲
以
爲
戲

樂
、
隱
公｢

觀
漁｣

、
志
在
遊
戲
、
故
譏
之
也
。（
阮

本
03-

24
ａ
）

「
若
然
」
以
上
の
省
略
し
た

分
は
傳
文
を
分
節
し
て
疏
釋
し
た
も
の
で
、
最

後
に
『
穀
梁
傳
』
を
引
用
し
、
隱
公
の
「
觀
漁
」
を
譏
る
『
左
傳
』
の
經
文
解
釋

を
記
述
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
若
然
」
以
下
の
拙
譯
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、〈
⺼
令
〉
に
「
季
冬
、
漁
師
に
命
じ
て
始
め
て
漁

せ
し
む
。
天
子
親
ら
徃
き
て
魚
を
嘗な

め
、
先
づ
寢
廟
に
薦す
す

む
」
と
あ
っ
て
、

そ
こ
で
の
禮
で
は
、
天
子
が
自
ら
出
か
け
て
い
る
の
に
、
こ
こ
で
公
を
譏
っ

て
い
る
の
は
（
な
ぜ
か
と
い
え
ば
）、
か
し
こ
で
は
そ
の
時
の
魚
が
淸
潔
で
美

し
い
の
で
、
こ
れ
を
取
っ
て
宗
廟
に
薦
め
る
た
め
、
特
に
そ
の
こ
と
を
重
ん

じ
て
、
天
子
自
身
が
出
か
け
る
。
そ
の
意
圖
は
鬼
神
に

事
す
る
こ
と
に
あ

っ
て
、
娛
樂
の
た
め
で
は
な
い
が
、
隱
公
の
「
觀
漁
」
は
、
そ
の
意
圖
が
遊

戲
に
あ
っ
た
、
そ
の
た
め
こ
れ
を
譏
っ
た
の
で
あ
る
。

私
見
で
は
こ
の

分
も
、
本
來
「
問
曰
、
若
然
…
…
彼
禮
天
子
親
徃
、
此
譏
公

何
。
答
曰
、
彼
以
時
魚
絜
美
…
…
」
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

も
は
や
紙
幅
の
關
係
で
、
上
揭
以
外
の
用
例
を
擧
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

こ
の
よ
う
な
見
方
に
よ
っ
て
、『
五
經
正
義
』
の
み
な
ら
ず
『
九
經
疏
』
中
に
多

用
さ
れ
る
「
若
然
」
の
果
た
す
役
割
の
大

分
が
說
朙
可
能
だ
と
考
え
る
次
第
で

あ
る（

4
（

。
別
稿
「
科
段
法
の
行
方
」
で
、義
疏
の
特
徵
と
さ
れ
る
科
段
法
が
『
五
經
正
義
』

に
も
繼
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
が
、
本
稿
で
は
、
も
う
一
つ
の
特
徵
と
さ

れ
る
問
答
體
も
、「
若
然
…
…
者
」と
い
う
形
で
傳
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
。

し
た
が
っ
て
『
五
經
正
義
』
が
多
く
の
面
で
義
疏
學
を
繼
承
し
て
い
る
こ
と
を
朙

ら
か
に
し
得
た
こ
と
と
思
う
。
そ
し
て
義
疏
學
と
『
五
經
正
義
』
と
の
閒
の
相

に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
別
稿
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

以
上
で
本
稿
の
主
旨
は
ほ
ぼ
述
べ
た
つ
も
り
で
あ
る
が
、
最
後
に
二
・
三
附
け

加
え
て
お
き
た
い
。
先
ず
そ
の
最
初
は
、
義
疏
的
問
答
體
が
全
て
討
論
・
講
義
の

筆
錄
に
基
づ
く
も
の
、
あ
る
い
は
佛
典
講
釋
の
影
响
に
よ
る
も
の
と
す
る
見
方
に

つ
い
て
、
筆
者
は
全
面
的
に
は
贊
同
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
。
な
ぜ
な
ら
問
答

體
が
最
後

に
附
記
さ
れ
る
形
の
文

を
、
義
疏
以
歬
の
も
の
に
も
見
出
す
こ
と

が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
義
疏
に
近
い
時
代
の
も
の
と
し
て
は
、
科
段
法
の
用
例

で
紹
介
し
た
杜
預
「
春
秋
經
傳
集
解
序
」
が
擧
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
『
春
秋
正

義
』
に
よ
っ
て
全
十
一
段
に
分
け
ら
れ
た
そ
の
最
後
の
第
十
段
・
十
一
段
が
問
答



義
疏
學
か
ら
五
經
正
義
へ

六
五

體
に
よ
っ
て

め
括
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
さ
ら
に
遡
っ
て
鄭
玄『
詩
譜
』

の
う
ち
、「
周
南
召
南
譜
」「
小
大
雅
譜
」「
魯
頌
譜
」「
商
頌
譜
」
の
最
後

分
に

も
問
答
體
が
附
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
義
疏
登
場
以
歬
の
後
漢
の
鄭
玄
の
文

に
も
既
に
附
加
的
問
答
體

が
見
え
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
い
わ
ゆ
る
義
疏
的
問
答
體
が
儒
家
の
傳

的
文
獻

に
淵
源
す
る
も
の
と
見
な
す
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
特
に
『
詩
譜
』
の
例
に

つ
い
て
、『
毛
詩
正
義
』
自
身
が
そ
の
冐
頭
で
「
此
れ
鄭
自
ら
問
ひ
て
之
れ
を
釋

せ
る
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
か
か
る
形
式
を
自
問
自
答
と
見
な
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

若
し
然
り
と
す
る
な
ら
、
義
疏
竝
び
に
『
五
經
正
義
』
の
問
答
體
は
、
講
義
錄

と
は
無
關
係
で
あ
る
の
か
。
答
え
て
曰
く
、
や
は
り
そ
の
一

は
取
り
込
ま
れ
て

い
る
と
考
え
る
。
し
か
し
縷
說
し
た
通
り
、
義
疏
竝
び
に
『
五
經
正
義
』
の
問
答

體
は
、
お
お
む
ね
附
加
的

分
に
見
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
全
文
が
問
答
體
で
は

な
い
。

か
つ
て
賴
惟
勤
氏
「｢

匏
葉
苦
葉｣

二

の
疏
」（『
中
國
語
學
』
一
〇
〇　

一
九
六
〇
年　

汲
古
書
院
『
賴
惟
勤
著
作
集
２
』
所
收
）
が
、『
毛
詩
』
邶
風
・
匏
葉

苦
葉
篇
第
二

「
濟
盈
不
濡
軌
」
の
『
正
義
』
の
文

を
、

氏
（
議
長
）・
詁

氏
（
毛
傳
の
立
場
）・
康
氏
（
鄭
箋
の
立
場
）・
難
氏
（
質
問
者
）
が
討
議
す
る
形
式
と

し
て
再
現
し
た
こ
と
が
㊒
る
。
ま
た
近
く
は
古
勝
隆
一
氏
「
劉
炫
の
『
孝
經
』
聖

治

講
義
」（『
中
國
思
想
史
硏
究
』
第
三
十
號　

二
〇
〇
九
年
）
で
は
、
劉
炫
・
傅
氏
・

都
講
・
難
氏
の
四
人
の
議
論
に
よ
っ
て
展
開
し
て
い
く

を
、「
義
疏
な
る
種

の
㊟
釋
は
も
と
も
と
問
答
を
基
礎
と
し
て
作
ら
れ
た
と
の
信
念
か
ら
、
劉
炫
の
義

疏
を
問
答
と
し
て
再
構
成
」
し
て
い
る（

5
（

。
兩
氏
の
飜
案
は
見
事
と
い
う
他
は
な
い

が
、「
問
答
體
の
歷
史
」
節
で
の
檢
討
を
踏
ま
え
、『
五
經
正
義
』
中
に
は
既
に
成

書
化
さ
れ
た
問
答
體
を
引
用
し
て
い
た
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
と
き
、
兩
氏
が
全

文
を
討
論
と
し
て
再
現
す
る
こ
と
に
、筆
者
は
や
や
違
和
感
を
覺
え
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
最
後
に
問
わ
れ
る
べ
き
は
、『
五
經
正
義
』
で
は
な
ぜ
問
答
體
が
變
形

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
殘
念
な
が
ら
、
現

在
筆
者
は
こ
の
問
い
に
朙
確
に
答
え
る
用
意
が
無
い
。
し
い
て
い
え
ば
、
著
作
意

の
變
化
で
あ
ろ
う
か
。
講
義
錄
と
は

な
る
著
作
物
を
作
成
す
る
と
い
う
意

の
表
れ
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

㊟
（
（
）　
「
科
段
」
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
義
疏
學
か
ら
五
經
正
義
へ
︱
科
段
法
の
行
方
」（『
東

洋
古
典
學
硏
究
』
第
33
集　

二
〇
一
二
年
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。

（
2
）　

思
う
に
皇
疏
中
の
問
答
體
が
殘
存
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
『
禮
記
子

本
疏
義
』
に
は
こ
の

分
に
相
當
す
る
文

が
殘
っ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
或
問
者
云
「
但
以
杖
自
足
、
何
須
言

位
。
言

位
、
如
似
㊜
婦
之
喪
、
長
子

亦
得
㊒
杖
、
祗
不
得

位
耳
」。　
荅
曰
「
庶
子
爲
父
母
厭
、
下
於
㊜
子
、
雖
㊒
杖
、

不
得
持

位
。
今
嫌
爲
妻
亦
得
杖
、
而
不

位
、
故
朙
之
也
」。（
阮

本
33-

（（
ａ
）

（
3
）　

既
に
淸
儒
陳
浩
が
「
此
疏
至
十
八
十
九
二
卷
、
其
句
調
、
發
問
用
何
字
、
答
語

用
解
字
、
文
義
艱
澁
、
逈
與
歬
後
疏
文
不
類
。
疑
非
出
於
一
手
」（『
春
秋
穀
梁
傳
㊟

疏
考
證
』）
と
指

す
る
よ
う
に
、
唐
・
楊
士
勛
『
穀
梁
傳
疏
』
の
卷
十
八
・
十
九
の

大

分
は
問
答
體
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
六
朝
義
疏
の
殘
存
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
が
、
こ
こ
に
見
え
る
問
答
體
は
「
公
羊
傳
體
」
で
あ
る
。

（
4
）　

本
來
問
答
體
で
あ
っ
た
も
の
が
形
を
變
え
た
と
推
測
さ
れ
る
例
は
、實
は
「
若
然
」

以
外
に
も
少
な
か
ら
ず
見
出
せ
る
。
た
と
え
ば
『
禮
記
正
義
』
に
頻
出
す
る
「
何
以

知
然
」
も
ま
た
そ
の
一
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
含
め
て
そ
の
他
の
例
も
、
本
稿
で
は

紹
介
を
省
略
し
た
。
な
お
我
が
國
に
お
け
る
『
毛
詩
正
義
』
硏
究
の
第
一
人
者
で
あ

る
田
中
和
夫
氏
に
は
、既
に
『
毛
詩
正
義
』
の
「
若
然
」
に
關
す
る
論
考
が
㊒
る
の
で
、
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參
照
さ
れ
た
い
。『
毛
詩
正
義
硏
究
』（
白
帝
社　

二
〇
〇
三
年
）
所
收
。

（
5
）　

ち
な
み
に
『
孝
經
』
聖
治

の
『
述
議
』
中
に
も
「
若
然
…
…
者
」
と
い
う
表
現

が
見
え
る
。
林
秀
一
本
で
は
（（4
頁
、
歬
揭
古
勝
論
文
で
は
4（
・
42
頁
。


